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３１有望地点（公園外）の１５年間平均発電コストは1kWh当たり１０円弱～２０円強。このコストに事業化
コストを乗せて計算した事業化可能価格による固定価格買取制度を日本地熱開発企業協議会（地開協）
は経産省に要望した。

新規開発有望地点の発電コスト



★ １９９５年時点で日本の地熱発電設備は世界第
６位だった。

★ 地熱発電設備容量がその国全体の発電設備容
量の10%程度を占める国が６カ国ある。

★ 日本にも、地熱発電で日本全体の10%を賄うの
に十分な資源量があるが、現状は0.2%に過ぎな
い。

国名
地熱発電
設備容量

（MW）

総発電設備
容量（MW）

割合

1 アメリカ合衆国 2,534 1,031,692 0.2%

2 フィリピン 1,931 13,434 14.4%

3 メキシコ 953 43,536 2.2%

4 インドネシア 797 24,706 3.2%

5 イタリア 791 78,249 1.0%

6 日本 535 272,701 0.2%

7 ニュージーランド 435 8,555 5.1%

8 アイスランド 172 1,510 11.4%

9 コスタリカ 163 1,715 9.5%

10 エルサルバドル 151 1,133 13.3%

11 ケニア 127 1,129 11.2%

12 ロシア 79 216,000 0.0%

13 ニカラグア 78 641 12.2%

14 グアテマラ 33 1,697 1.9%

15 中国 29 391,408 0.0%

16 トルコ 20 28,332 0.1%

17 ポルトガル 16 11,240 0.1%

18 フランス 15 115,975 0.0%

19 エチオピア 7 501 1.4%

20 パプア・ニューギニア 6

21 台湾 3 34,598 0.0%

22 ギリシャ 2 11,360 0.0%

23 オーストリア 1 18,030 0.0%

24 タイ 0 50,532 0.0%

25 オーストラリア 0 44,852 0.0%

26 ドイツ 0 112,781 0.0%

合計 8,879 2,516,307 0.4%

各国の総発電設備に対する地熱発電設備の割合

出典：（社）火力原子力発電技術協会：地熱発電の現状と動向2005年に加

筆

日本の地熱発電の位置



最新情報によると日本は世界８位に後退した。

日本の地熱発電の現在位置

国名
設備容量

（MW）
発電電力量

（GWh）

1 アメリカ合衆国 3,093 16,603

2 フィリピン 1,904 10,311

3 インドネシア 1,197 9,600

4 メキシコ 958 7,047

5 イタリア 843 5,520

6 ニュージーランド 628 4,055

7 アイスランド 575 4,597

8 日本 536 3,064

9 エルサルバドル 204 1,422

10 ケニア 167 1,430

11 コスタリカ 166 1,131

12 ニカラグア 88 310

13 ロシア 82 441

14 トルコ 82 490

15 パプア・ニューギニア 56 450

16 グアテマラ 52 289

17 ポルトガル 29 175

18 中国 24 150

19 フランス 16 95

20 エチオピア 7 10

21 ドイツ 7 50

22 オーストリア 1 4

23 オーストラリア 1 1

24 タイ 0 2

25 ギリシャ 0 0

合計 10,715 67,246

２０１０年　各国の地熱発電設備

Bertani, Ruggero (2010)

設備容量（MW）
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東北電力

柳津西山地熱発電所

奥会津地熱

日本の地熱発電所



新規地熱開発

山葵沢

池田湖東部

NEDO地熱開発促進調査は今年度から新

しいスキーム「開発可能量調査」による公募が
始まった。



地熱発電の特長



地熱発電の特長 （１）国産

火山国日本の地熱ポテンシャルは世界第三位

出典：財）新エネルギー
財団パンフレット「地熱
エネルギー 開発と利
用（地熱発電・直接利
用）」2007年3月



２．地熱発電の特長 （２）クリーンエネルギー

出典：財）新エネルギー財団パンフレット「地熱エネルギー 開発
と利用（地熱発電・直接利用）」2007年3月



地熱発電の特長 （３）安定電源

24時間・365日安定電源

出典：出光大分地熱㈱（2007）

天候、昼夜、季
節を問わず24時
間365日安定し
て発電が出来る。

出光興産㈱グ
ループと九州電
力㈱の大分県滝
上発電所は運転
開始から10年以

上経っても認可
出力2万5千kW
の100%に近い

利用率で安定し
て運転されてい
る模範的な例で
ある。



地熱発電の特長 （４）高い利用率

41年間の単純平均：７３％

出典：社）火力原子力発電技術協会（2008）：地熱発電の現状と動向

1966年に日本初の松川地熱発電所が運転を開始してから現在までの43
年間について、全地熱発電所18地点の認可出力（2007年度：53万5千
kW）に対する単純平均暦日利用率は73%という高い値を記録している。

これは原子力発電に匹敵する高い利用率である。



設備 発電量

万kW 百万kWh

地熱 54 3,096 66%

太陽光 125 1,463 13% 5.0
風力 149 3,162 24% 2.7

2007年度 利用率
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地熱発電の特長 （４）高い利用率

地熱発電は太陽光発電の５倍、風力発電の2.7倍の利用率
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